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栃木農試研報　No26：65〜70（1980）

ツマグロヨコバイの生態と防除に関する研究

第4報吸汁害の解析

斉藤浩・一・滝田泰章※・大兼善三郎※※・片山栄助

　　　　　　1　緒　　言

　栃木県下におけるツマグロヨコバイの発生は

秋季に多く，出穂後の水稲に集まり吸汁加害す

るとされ，その防除が重要視されている．そこ

で，秋季のツマグロヨコバイの防除要否の判定

資料とするため，栃木県内での，水稲の出穂期

から乳熟期のツマグロヨコバイの株当たり寄生

密度の実態，寄生密度と吸汁害の関係，薬剤に

よる減収防止効果を検討したので報告する．

　　　　　　n　試験方法

　1．　ほ場密度の実態

　1977−1979年に，出穂期から乳熟期の県内各

地の水田で，ツマグロヨコバイの株当たり密度

を，網かけ法（イネの株上より直径36cmの円筒

状の網をかぶせ，株元より刈取って採集する方

法〉及び払い落し法（タングルフットを塗付し

た，24cm×36cmの黒色プラスチック板に払い落

す方法）により調査した．

　また，株当たり密度とすくい取り数の関係を

知るため，同一ほ場内で直径36cmの捕虫網によ

る25回振りすくい取り調査をあわせて行った．

　2．　株当たり密度と吸汁害の関係

　1）　ほ場における網がこい試験

　1977〜1979年に宇都宮市下金井町の水田にお

いて，網がこい内の水稲へのツマグロヨコバイ

の放飼試験を行った．毎年，中苗機械移植（15

cm×30cm植え）による水稲を供試した．本田移

植時期及び品種は，1977年は5月4日植え日本

晴，1978年は5月3日植えコシヒカリ，1979年

は5月6日植え大空であった．

　7月上旬，上記水田内に，一辺2。5m，高さ

※現栃木県農業短期大学校，※※現栃木県普及教育課

2mの側面に防虫網を張った網がこいを，1処

理3基づつ設置した．その後，網がこい内に穂

ばらみ期から出穂期にかけて，隣接ほ場より採

集したツマグロヨコバイを多数放飼した放飼区

と，放飼せず7−10日おきに薬剤を散布した無

放飼区を設けた．ッマグロヨコバイの生息数は，

出穂期から乳熟期にかけて，網かけ法により調

査した．収量は，イネの登熟後，網がこい内の

中央部80株を，1977年は10月7日，1978年は9

月13日，1979年は9月18日に刈取り，ガラス温

室内で乾燥後，精籾重・精玄米重・玄米千粒重

などを調査した．

　2）　薬剤散布による減収防止効果

　1977年と1979年に試験を実施した．1977年は，

芳賀郡茂木町の5月3日植えの日本晴を用い試

験した．薬剤散布は，8月27日（乳熟期）にバ

ッサ粉剤（B　PMC2％）を，背負式動力散粉

機に散粉用ホースを装着し，10a当たり4kg散

布した．ツマグロヨコバイの生息数は，薬剤散

布直前と散布1日後，8日後に捕虫網による25

回振りすくい取り法により調査した．また，散

布直前，網かけ法により株当たり虫数をあわせ

て調査した．収量は，10月8日に1か所80株を

任意に3か所刈取り，ガラス室内で乾燥後，精

籾重・精玄米重・玄米千粒重を調査した．

　1979年は，栃木市大塚町の6月22日植えのコ

シヒカリを用い試験した．薬剤散布は，9月7

日（乳熟期）にバッサジノン粉剤（B　P　M　C

1．5％，ダイアジノン1％）を，1977年と同一

方法により10a当たり4�s散布した．ツマグロ

ヨコバイの生息数は，散布直前と1日後，3日

後，7日後に捕虫網による25回振りすくい取り
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